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オープニング

中�塚：皆さんこんばんは。予定の 6時になりました。
8時までこの会場で、U-18 女子フットサルについ
て熱く語り合いたいと思います。オンラインの方に
も会場のようすがみえるようにしていますが、ご覧
いただけているでしょうか。通信状況の関係で、オ
ンライン参加者の発言がうまく取り上げられない
かもしれませんが、ご意見やご質問はチャット欄を
使っていただければと思います。
申し遅れました。私はこのシンポジウムを主催す
る特定非営利活動法人サロン 2002 理事長の中塚
義実と申します。東京の筑波大学附属高校で保健体
育の教師、サッカー部の顧問を続けています。サッ
カー部と言いましたが、正確には蹴球部で、11人
制のサッカーに取り組む男子サッカー部に加え、男
子フットサル部と、女子蹴球部の名でフットサルに
取り組む女子の部門があります。今年で創部 100
年となる伝統ある蹴球部の顧問です。東京都サッ
カー協会フットサル委員を、委員会創設の 1995 年
から長らく続けています。前半の進行を担当します。
後半の進行を担当するのは本多さんです。

本�多：サロン 2002 副理事長で、グリーンアリーナ神
戸大会を主催する神戸アスリートタウンクラブ理事
長の本多克己です。兵庫県サッカー協会フットサル
委員も務めます。後半の進行を担当します。

中�塚：登壇者を紹介します。本日行われたU-18女子大

会で優勝されました、福井丸岡RUCKの田中さんです。

田中：皆さんこんにちは。よろしくお願いします。

中�塚：埼玉の武南高校女子フットサル部顧問の中村さ
んです。

中村：今日は一日よろしくお願いします。

中�塚：WEリーグ理事の小林さんは今朝、羽田空港に
到着したところです。パリ五輪の日本 vs ブラジル
戦を現地で応援し、このシンポジウムに間に合うよ
うに戻って来られました。

小林：よろしくお願いします。

中�塚：では資料に沿って、今日の流れを確認しておき
ます。
「シンポジウムのねらい」は資料のとおりです。

「次のアクション」とは、JFA主催のU-18 女子フッ
トサル全国大会の開催です。「いまの」女子プレー
ヤーの目標とするのはもちろんですが、「これから」
の女子フットサル＆サッカーの、プレーヤー、ファ
ミリーの拡大につながるものであり、もっと言うな
ら「女性が（誰もが）活躍できる社会」の実現につな
がるものであると認識しています。
大きな夢へ向けての第一歩ということです。
大まかな進め方です。まずは各演者からプレゼンして

いただき、演者間で意見交換します。後半は参加され
ている皆さんからご意見やご質問をいただく時間です。

〈 シンポジウムのねらい 〉
U-18 女子フットサルの現状と課題を共有し、「次のアクション」につなげる。
「次のアクション」とは、JFA主催のU-18 女子フットサル全国大会の開催！

それは、「いま」のU-18 女子プレーヤーの目標となり、
「これから」の女子フットサル＆サッカーの、プレーヤー、ファミリーの拡大につながり、

さらに、「女性が（誰もが）活躍できる社会」の実現につながるものである！
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シンポジウムの概要

中�塚：中身に入る前に、U-18 女子フットサルの現状
について共通理解を持っておきたいと思います。
FIFA が「フットサル」の統一ルールを世界に示し
たのは 1994 年のことで、国内でフットサルの公式
大会が始まったのが 1995 年度です。約 30年前の
ことです。
この間のU-18女子フットサルのあゆみをざっと整
理しました。（p.8 ～ 9参照）いくつかの地域で先駆的
な取り組みがあります。神戸はその一つです。今日
から始まった「グリーンアリーナ神戸カップ」のあゆ
みを掲載しました。女子の部ができたのはここ数年
ですが、今日は全国から10チームが集まりました。
東京では東京都サッカー協会（TFA）主催事業
で「女子ユースフェスティバル」をやっています。
U-15 と U-18 がともに競い合います。十文字中学
という強いチームがあり、U-18 のお姉さんたちを
打ち負かして何度も優勝しています。資料で星印を
つけた数年間は、渋谷 109、東急グループが冠スポ
ンサーについてくれて、とても華やかな大会になり
ました。しかしコロナでスポンサーは撤退し、いま
は自分たちで運営する、交流志向のフェスティバル
として行われています。

もっとローカルなところで言うと、私が顧問を務
める筑波大学附属高校女子蹴球部も 2002 年から
TFA主催の公式大会に出場しています。都内完結型
の「東京都女子フットサル大会」です。相手は大人な
ので全然勝てません。2004年の初勝利の相手は「ハ
ロープロジェクト」の芸能人チームでした。
出場できる大会が大人のカテゴリーしかなく、負
け続けていた女子高生たちはみな同じ境遇でした。
「高校生の大会があるといいのにね」と言っていた彼
女たちは、2006 年から近くの女子高生に声をかけ
「女子高生フットサル大会」を自分たちで始めます。
いまも形を変えて続けています。あとで中村さんか
ら話があると思いますが、武南高校主催の武南招待
大会など、U-18 女子フットサルの広がりは見える
のですが、いずれも公式大会ではありません。この
あたりで全国各地のムーブメントを一つにし、JFA
主催の公式大会につなげようというのが、このシン
ポジウムのねらいでもあります。
10 ページは U-18 男子の話です。2013 年 3 月
に行われたサロン 2002 のシンポジウムがきっかけ
となり、JFA主催の全国大会ができています。
これらを踏まえて、U-18 女子フットサルについ
て語り合いたいと思います。

〈 進　行 〉

18：00～	 18：10	 １.�オープニング	
シンポジウムの概要	
U-18 女子フットサルのあゆみ

18：10～	 19：10	 ２.�プレゼンテーション	
※ 10～ 15 分のプレゼンと演者間の意見交換。進行役は中塚。

18：10～	 18：30	 　 プレゼン①中村柾人氏	
18：30～	 18：50	 　 プレゼン②田中悦博氏	
18：50～	 19：10	 　 プレゼン③小林美由紀氏

19：10～	 19：45	 ３．�会場全体で意見交換	
※会場全体で質疑応答・意見交換。進行役は本多

19：45～	 20：00	 ４．クロージング
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U-18 女子フットサルのあゆみ

■ フットサルフェスタ（旧ホンダカップ）

関東、東海、関西で予選を開催。12月にグリーンアリーナ神戸で全国大会を開催。

■ グリーンアリーナ神戸カップ U-18 フットサルフェスティバル

毎年 8月にグリーンアリーナ神戸で開催するフェスティバル。
2023年結果優勝は北海道選抜

■ KOBE FESTA U-18 女子フットサル選抜トーナメント

2024 年 3月までは「FUTSAL KOBE FESTA ユースフットサル選抜トーナメント」として開催。エキシビション
として兵庫県女子U-18 リーグ選抜と東京都女子U-18 リーグ選抜の試合を予定。
2025年 3月からは女子の選抜大会として、北海道、東京、神奈川、兵庫のリーグ選抜と、福井丸岡 RUCK、名古屋オー
シャンズなどによる大会として計画している。
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補足：�2001 年度より開かれる東京都フットサルチャレンジ U-18 に、2022 年度より女子の部を設置。…
2023 年度からは女子の部を男子とは別日に行う（2024年 8月 25日に武蔵野の森で 13チームで予定）



18

県主催の大会やグリーンアリーナ神戸カップにも出場
させていただきました。
2018 年度には埼玉県女子フットサルリーグに参加
することになりました。本校初の社会人カテゴリーの
大会参加であり、学校内外で手続きをいろいろ踏んで
参加できるようになりました。

埼玉県では社会人と試合ができるようになりました
が、高校生同士の試合ができないので、東京都サッ

プレゼンテーション① 
中村柾人（武南高校女子フットサル部顧問）

私からは「高校現場から見るU-18女子フットサルの
現状」ということで、本校女子フットサル部の取り組み
と関東での動きを紹介し、最後に、U-18女子フットサ
ルに関わって思うところをお話しさせていただきます。

■ 武南高校女子フットサル部のあゆみ

部員は 1～ 3年生で 40人います。フットサルに興
味を持ってくれる女子高校生がこれだけいます。
本校女子フットサル部の略歴です。2015 年度に同
好会から部に昇格しました。僕はこの年に武南高校に
着任し、ちょうど 10年目です。
最初は民間フットサル施設がやっている大会しかな
かったので、生徒たちの試合の場を確保するため、翌
年度から本校主催の招待大会を開きました。関東で
フットサルをやりたい女子が、少しでも大会の経験が
できるようにと始めたものです。2017 年度は神奈川
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カー協会（TFA）フットサル委員の中塚さんにお電
話させてもらい、東京都の大会に特例で混ぜてもらえ
るようになったのがこの年からです。その後、埼玉県
リーグには 2チーム参加したり、卒業生のチームが埼
玉県リーグに加盟することになったのですが、2023
年度に東京都女子ユースフットサルリーグができると
いうことで、埼玉県と東京都にお願いして、東京都
フットサル連盟に加盟させてもらい、昨年度より東京
都のリーグで活動させてもらっています。

■ 武南招待大会

本校主催の武南招待大会は夏と冬にそれぞれ 2回ず
つ、計 4回開いています。城西大学のご協力もいた
だいて、左上の写真は城西大学の柴沼先生に講義をし
てもらっているところです。競技会だけでなく、いろ
んな付加価値をつけています。右下の写真はキッチン
カーを入れてお祭りっぽくしているところです。大会
を盛り上げてくれた選手をMIP として表彰していま
す。規模は年々拡大し、いま 20 チームが参加する、
関東で一番大きな招待大会になっています。

■ 関東地域における取り組み

次に関東各地の取り組みです。
東京都は選手権、ユースのリーグ戦、フェスティバ
ルと充実しています。ユースリーグは今年も 9月に開
催します。選手権は 2月ごろにあります。

隣の神奈川県は、東京都よりも先にリーグ、選手権、
フェスティバルが整備されました。神奈川オープンは
全国からチームを募集して大会を開いています。東京
都と神奈川県は精力的にやってくれています。

東京と神奈川以外でも、本多さんがやってくださっ
ている大会や、筑波大学附属高校主催の女子高生大会、
あと学生リーグが主催する大会などもあります。関東
ではいろんなところでいろんな団体がやっていて、試合
の機会を増やそうという動きがあると言えるでしょう。

■ U-18 女子フットサルの現状と今後

女子フットサルの活動をしていてよく聞かれること
があります。一つは、「サッカーではなくてフットサ
ルなの？」ということで、まだまだフットサルが浸透
していないことを感じます。うちも人数が多いので
「サッカーやらないの？」とよく言われます。「フット
サルで頑張りたいんです」と言っています。
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ます。週 1回だけフットサル部とアメフト部が、校
内の人工芝のグラウンドを使っています。残りは市
の持っている体育館を借りています。体育館は既存
のバレー、バスケ、バドミントンできつきつです。

中�塚：限られた施設の中、2015 年に同好会から部に
昇格します。何かきっかけがあったのでしょうか？

中�村：聞いたことがありません。就職した段階で「部
になったからよろしくね」と始まりました。

中�塚：もう一つ。先ほどの話にもありましたが、
2018 年度に、東京都の大会に出られないかと中村
さんから私のところに電話がありました。いまでも
覚えています。同じ高校生同士の試合をやりたいの
だということでした。事情はわかるけど、TFAは基
本的には東京都の人を対象としています。施設も限
られています。「埼玉で仲間を増やして埼玉でやっ
てください」と最初にお伝えしたと思います。最終
的には、東京のチームも武南招待でお世話になって
いるし、お互いさまなので受け入れることになりま
したが、その後、埼玉県内のU-18 女子フットサル
はどうなったでしょう。

中�村：埼玉県フットサル女子チャレンジリーグを設立
させていただきました。社会人が対象で、連盟を通
さず、フットサルを楽しむリーグです。高校のOG
チームも参加するようになり、フットサルに興味を
持つ学校が増えてきました。隣駅の高校からもつい
先週、連絡をいただきました。サッカーやっている
ところにも「よかったらフットサルやりませんか。
まずは本校主催のフットサル大会に出ませんか」と
お声掛けしています。少しずつそういったところが
増えてきています。

田�中：いま巷では中学部活動の地域移行がはじまって
います。将来的にはU-18 と U-15 が連携していく
のが良いと思いますが、埼玉で高校の地域移行はど
の程度進んでいるでしょうか。

中�村：中学生も一緒にやるのはいいなと思っています
が、いまはそこまで手が回りません。

田�中：筑波大附はどうですか。女子高生大会はU-18
年代だけでしょうか。

もう一つは、「大会はどういうのがあるの？」とい
うことです。野球をやっている人には甲子園がありま
す。サッカーにはインターハイや選手権といった華や
かな舞台があります。しかし「フットサルって何があ
るの？」となったとき、はっきりと言える華やかな舞
台がありません。
いまプレーしている人はフットサルが好きでやって
います。女子高生が目指す場所、華やかな夢の舞台が
必要だと感じています。夢の舞台として、JFA主催の
U-18 全国大会が開催されることを願っています。い
まはまだ「フットサル部って活動どうしているの？」
と思われている状態です。夢の舞台ができ、活動が浸
透してくれば、中学生が「高校でもフットサルを頑張
ろう」と思うようになってくれるでしょう。

JFA主催のU-18 女子フットサル全国大会の開催を
通して僕が願うことは二つです。フットサルを、より
注目され、より応援されるスポーツにしていきたい。
いろんな人に応援されることで選手たちが輝きます。
そして、いまフットサルが好きでやっている選手たち
が、夢や希望を持ってプレーできるようになってほし
いということです。
高校の部活動の立場ですが自分にできることはやっ
ていきたいと思います。

■ 質疑応答

中�塚：では登壇者同士で少し質疑応答の時間を取りた
いと思います。まずは私から。武南高校は高校選手
権の優勝など、男子サッカーの土壌がある学校だと
思っていましたが、女子のサッカー部はあるので
しょうか。学校の施設利用の面で、他の部活動とど
うやって調整されているのでしょう。

中�村：女子のサッカー部はありません。男子が 200
人ぐらいいて、グラウンドもそんなに広くはありま
せん。サッカー部は学校外のグラウンドでやってい
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中�塚：うちでやっているのは高校生が対象ですね。
TFA主催の女子ユースフェスティバルはU-15 も一
緒にやっています。

中�村：武南招待は中学生の参加も可能です。学校部活
動の地域移行については、僕の周りでは実感がない
というのが本音です。

小�林：武南高校に「フットサルをやりたい」と言って
入ってくる子はいますか。

中�村：高校から新しいスポーツを始めたいという子が
フットサルに入ってくることが多いです。いろんな
部活を見たうえで、フットサル楽しそうだし頑張っ
てみようかなという感じです。だから初心者から始
めることが多いですね。

中�塚：学校の部活動としてのU-18 女子フットサルを
ご紹介いただきました。すごく意欲的な取り組みで
す。私も高校の教員として、いつも感謝しています。

プレゼンテーション② 
田中悦博（福井丸岡 RUCK）

自分は地域クラブのU-18 女子フットサルについて
話をさせていただきます。
うちのチームは今年で34年目です。34年間で培っ
たことを皆さんに提案したいのですが、価値観の多様
化でいろんな考え方があります。こうでなければなら
ないというものではありません。
人生の幸せは「仲間と一緒に夢を追いかけている時
にみつかる」と考えています。「幸せ」についても後
で話したいと思います。

■ 丸岡 RUCKとU-18 女子フットサルの変遷

丸岡 RUCKの第 1世代、いま 27歳になっている世代
が初めて小学生のころにフットサルに取り組みまし
た。このころの小学生は「キャノンカップ」があって、
優秀選手になるとアメリカに行けたんです。「J ヴィ
レッジなでしこカップ」は、自分が女子サッカーに関
わる中で、小学生の大会がないことを大仁さんに言っ
てできたものです。第 1回目の大会にはなでしこジャ
パンの選手たちが来てくれて、「サッカーやっている
と世界につながるよ」という話をしてもらいました。

「全国少年少女草サッカー大会」は、男子の部と女
子の部がありました。海外からもチームが来て、お盆
に清水でという大会です。
「バーモントカップ」もはじまりました。女子だけ
で出場して 1勝し、女子もやればできるんだというこ
とを示すことができました。
中学生になるとちゃんと住み分けされていて、夏は
サッカー、冬はフットサル。初期年代の選手は両方楽
しめました。高校生になったら、小学校のころからガ
ンガンフットサルやっていたので結果も出てきます。
目標は全日本選手権大会。大人とやって優勝もしまし
た。地域チャンピオンズリーグもはじまり、トリム
カップもはじまります。年代ごとに目標となる大会が
ありました。

北川という選手は中学 2年生の時に日本代表になっ
て、海外にも行くことができました。
フットサルをなぜ始めたかというと、フットサルの
大会にはご褒美がたくさんあるんですね。「エグザイ
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せたかったのですが、フットサルでがんばっているの
になぜ両方やるのかということになり、サッカーをあ
きらめました。全体が、サッカーかフットサルのどち
らかにしろというようになってきたと感じています。
高校のレベル、一般のレベルも上がってきたので、
どこへ行ってもなかなか勝てない。日本女子フットサ
ルリーグに加盟しているとトリムカップに出られなく
なったので、だんだん活動の場が減ってきました。

そして第 4世代、いまそこにいる高校 2年生たちで
す。この子らは小学生のとき、コロナの影響でほとん
ど大会は開催されませんでした。中学の全日本大会は
ありましたが、日本リーグはレベル差があってなかな
か出場できません。高校生になって日本リーグに 3～
4人出ていますが、大人との試合なのでなかなか活動
の場を見つけることができません。目標がない世代が
いまの高校生だなということです。
JFAだけみれば、女子フットサルのアンダーカテゴ
リーの環境は悪化していると感じます。
昔は夢があって、目標に向かって仲間とともに汗を
流したのですが、いまは目標がなくなっているので、
全日本U-18 女子大会を開催してほしい。そのための
署名活動もしているところです。

■ みんなが目標にできる大会を

夢に向かって生きることこそ幸せだと思います。か
なうかどうかはともかく、仲間と一緒に夢を叶える努

ルカップ」ではコンサートにも行かせてもらい、エグ
ザイルと写真を撮らせてもらいました。

第 2世代はいま 23歳ぐらいの年代です。この子た
ちのときは Jヴィレッジが被災してしまい、小学生の
女子大会がなくなってしまいました。代わりに滋賀県
で「びわこなでしこカップ」が開かれましたが、いろ
いろあって全国大会としては認めてもらえませんでし
た。草サッカー大会もバーモントもあったのですが、
男子のレベルが上がってきて女子では歯が立たなく
なっていました。

中学生の時もサッカー・フットサルともに大会が
あったのですが、この子たちが高校生になる 2018 年
にユースオリンピックが計画されていたんです。中 3
のときにはユースオリンピックを目指した強化が始ま
り、1月のU-15 フットサル大会のあとにU-15 選抜
を作ってトリムカップに参加することができました。
男子にはかなわない、大人の大会でも結果が出せな
い、けどU-19 の世界大会がある。ユースオリンピッ
クという目標を JFAが見つけてくれたので、この子た
ちは、世界を見据えて取り組むことができました。こ
れがアルゼンチンで準優勝した大会の写真です。北川
たちは高校生のときから日本代表を目指して活動して
いました。
次の第 3世代はいま 20歳ぐらいの年代ですが、小
学校のときはサッカーもフットサルもできました。し
かし中学に入ると、サッカーは夏が暑いので冬にしろ
ということになり、サッカーとフットサルのシーズン
が重なってきます。自分はサッカーもフットサルもさ
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力をすることで、幸せは何倍にも膨れ上がります。そ
れがスポーツの良さでもあります。
競技レベルが上がったいま、高校生年代が活躍でき
る環境をつくることが急務であると考えます。
先ほど中村先生が言ったたように、みんなが目標に
できる大会、全日本女子U-18 フットサル選手権大会
が必要です。これだと地域ごとに活動ができます。こ
れに「勝とう」という前に、「出よう」というのがよ
いモチベーションになります。
これに加えて、民間の女子U-18 フットサル大会。
これは、時間があって手を挙げれば出られる大会です。
グリーンアリーナ神戸カップのような大会が各地で行
われ、交流の場となっています。すばらしいことです。

■ 海外のようす－女子フットサルはメジャー

もう一つ言いたいのは、海外の大会です。丸岡RUCK
がフットサルに転向したのは、先ほどのご褒美の話があ
りましたが、国際交流をしたかったからでもあります。
日本にいるとフットサルはマイナーな競技ですが、
ブラジルでもヨーロッパでもメジャーです。その場所
で国際交流をして仲間づくりをしたいという提案です。

国際的な動きについて言いますと、2025年にフィリ
ピンで第1回フットサル女子ワールドカップが開かれま
す。日本は11月にタイで行われるアジアインドアゲー
ムズに代表チームを派遣し、来年5月に行われるアジ
ア大会でワールドカップの出場枠を競います。ぜひ出場
権を獲得してフットサルの価値を高めてほしいです。
では世界はいま何をやっているかというと、来年の
ワールドカップだけでなく、女子のU-19 国際大会や
クラブレベルの国際大会をやっています。日本の一歩
も二歩も前に行っています。ブラジルでは来年、女子
U-19 のクラブチームの大会があります。日本チーム
も来てくださいと言われています。
なぜ世界なのか。もちろんトップチームの強化のた
め。そして男女平等社会の実現のため。男子があった

ら女子も。そして SDGs、継続させる。チームも、地
域も。そしてもう一つ、女子の大会をやればスポン
サーも獲得できるんです。アンダー大会や女子大会は
社会貢献であり、企業のイメージアップになります。
先ほども「109東急」の話がありましたが、自分たち
の大会を開こうというと、女子だから、アンダーだか
らサポートするという企業はあると思います。
日本では未開発の分野ではありますが、どんどん
やっていけばいいと思います。

■ 丸岡 RUCKが目指すところ

丸岡 RUCK は「優勝しよう」ということよりも、
「フットサルを通して幸せな人生を送ろう」というこ
とを最も重視しています。そして、フットサルは世界
でやっていますから、「国際的な視野を持つ国際人の
育成」を掲げています。世界中の仲間づくりです。海
外遠征を行うだけでなく、福井に、ブラジルや韓国か
ら来てもらう。福井を国際的なフットサルの聖地にし
たいと考えています。
U-18 年代が勝利だけを目指すのではなく、人間性
の育成の場だと考えています。高校生年代こそ「根っ
こづくり」のチャンスです。

RUCK というのは「ガラクタ」という意味ですが、
小学生のころからチームスピリットとしての「ガラク
タ魂」は言い続けています。たとえガラクタでも、心
を一つにして頑張れば、どんな大きなことも成し遂げ
られるという精神です。
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海外遠征は 2015年 6月のポルトガル遠征からでし
た。2017 年 1月にはスペインへ。試合をするだけで
なく、その土地の史跡を訪れます。フットサルやって
いてよかったなあと思えるときです。
この写真は今年（2024 年）1月に訪問したローマ
でのようすです。この時は、LAZIOのブラジルやフィ
ンランドのプロ選手と合同チームを作り、試合に出場
しました。言葉の壁はありますが、こういう交流が重
要です。
そして今年の 6月にブラジルへ行ってきました。
ではうちの選手でブラジルへ行って学んだことをしゃ
べりたい子がいますので、話してもらおうと思います。

丸�岡 RUCK（8 番）：福井丸岡ラックの平田です。高
校 2年生です。ブラジルに行って学んだことは、ブ
ラジルの選手はスピードとパワーがあることと、一
人ひとりがゴールに向かう姿勢があることで、いま
自分たちもそのことを意識しながらやっています。
それと、ブラジルのリーグは、女子も男子と同様に、
選手も観客も一つになって盛り上がっていました。

刺激を与えると選手たちも変わってきます。今日の
試合を見ていても、ゴールをねらう意識が強くなった
なと感じます。今日決勝戦で 3点取った子がいます。
ブラジルには行っていない子ですが、仲間の話が刺激
になって、全員がシュートを打つようになって意識が
変わったと思います。

「みんなで幸せになろう」計画もこのように表して
います。「本物に出会う旅」。自分もブラジルに行って
初めてわかったところです。うちがフットサルをはじ
めたときに最初に来たチームはアルゴイリスです。最
初に本物に出会うと、目指すところがわかります。
「自分だけの幸せを求めない」。自分が試合に出て
シュートを決める。そういうことだけじゃない。仲間
と喜び合う。感謝したり恩返ししたり。それが行政や
企業との協力と理解につながります。

■ 国際交流のようす

左は去年（2023年）バルセロナに行ってU-19の大
会に出たときの写真です。ヨーロッパの学校は9月は
じまりで、世界大会もそうですがU-19大会になります。
右も去年、福井にベトナムのチームが来たときの写
真です。こうやって福井にも海外のチームに来ても
らっています。
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最後に、いま私たちがすべきことです。「前に進む」。
全日本女子U-18 フットサル選手権大会新設を訴え続
けることが必要です。またそれを、JFA頼りにならず
に自分たちで切り開いていく。日本だけでなく、世界
に目を向けることが大切だと思います。
「フットサルの価値を高める」ために、いま RUCK
の選手たちは情報発信活動をやっています。待ってい
るだけではダメです。自分たちで、自分たちがやって
いることの価値を高めていくことが必要です。やれる
のは指導者ではなく選手たちだと思っています。
最後に、自分は日本代表選手を育てることは大事で
すが、「生涯にわたってフットサルを愛してくれる選
手を育てること」がもっと大事だと考えています。日
本代表にならないと世界に挑戦できないというのでな
く、ここは大人が頑張らなければいけないことですが、
選手たちに夢を与えて、フットサルが大好きな子ども
たちを育てていきたいと思います。
以上です。ありがとうございました。

■ 質疑応答

中�村：育成年代の指導をするうえで、皆さん感じると
ころでしょうが、学業との両立があると思います。
フットサル推薦というのはなく、進路のことをフット
サルではできない現状があります。学業との両立を
どのように取り組まれているのか、教えてください。

田�中：ほんとに申し訳ないですが、両立できてないで
す（笑）。この前のブラジル遠征も期末試験の時期
と重なって、テストを受けていないです。けど勉強
以上のことをフットサルは教えてくれます。あと、
テストのときは寝ずにがんばっている。テストも、
赤点はとってないかな。フットサルでがんばれば、
短い時間に集中することができるようになると思い
ます。

小�林：第1世代の選手たちは皆さん続けているんですか。

田�中：結婚して続けている選手もいます。第 1世代が
道を作って第 2世代がそこを通り、いま日本リーグ
には高校生以上で 20人が登録しています。第 2世
代の子たちは、ユースオリンピックで 7,000 人の観
客の前でポルトガルとの決勝を経験しています。北
川（いまは宮本姓）はトルクメニスタンで 1万人の
観客の前でプレーしています。それを考えると、い

まの日本リーグには物足りなさを感じているかもし
れません。自分たちで、日本リーグ以上のことをやっ
ていこうと取り組んでいます。

小�林：子育てしながらプレーは続けているんですか？

田�中：北島（いまは林姓）には 2歳の子がいて、この
前も日本リーグで得点を取っています。祖父母の協
力もあります。

小�林：もう一つ。海外遠征などの国際交流を盛んに行
われていますが、遠征費など資金面はどうされてい
るのでしょうか。

田�中：地元の企業からのスポンサー料です。選手の自
己負担はありません。先ほども言いましたが、女子
フットサル、アンダーカテゴリーの育成ということ
で、多くの企業が賛同してくれています。

中�塚：丸岡 RUCKのユニフォームには多くの協賛企業
のロゴが表示されています。地域社会の活性化とい
う面からも参考になる事例ではないでしょうか。あ
りがとうございました。
それでは小林さん、お願いします。

プレゼンテーション③ 
小林美由紀（WE リーグ理事）

私の話の前に、日本代表選手でバルドラール浦安の
筏井りさ選手がオンラインで参加しています。練習が
あって抜けないといけないようなので、せっかくなの
でコメントをもらいたいと思います。
彼女はもともとサッカーの選手で、いまフットサル
の女子リーグで活躍されています。

筏井りさ選手
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小�林：ワールドカップに出るって言っているんで、応
援してあげてください。

筏�井：試合会場で会ったら声を掛けてください。よろ
しくお願いします。

■ 女子サッカーとの関わり

私はいまWEリーグの理事をしています。大学のと
きにサッカーを始めました。30年以上前のことです。
その頃はフットサルどころかサッカーをやっている女
子はほとんどいませんでした。大学で女子サッカー部
をつくると言ったら怒られました。その後、英語の先
生になりたくてアメリカに行ったら、サッカーは女性
のスポーツで、日本とは全然違っていました。それで
感銘を受けて、私はボールを蹴ることにはまりました。
大学は筑波ですが、そのころの茨城県では、女子の
チームは一つしかなく、おじさんとサッカーするしか
ありませんでした。ちなみに中塚さんは、その頃の
「コンパコーチ」です。
ちょうど関東に 6つぐらい大学女子サッカー部がで
きたので、関東大学サッカー連盟を勝手に作ってリー
グ戦を始めました。いまは関東に 30以上あり、いま
でも大学女子サッカーにかかわっています。

筏�井：現在バルドラール浦安「ラス・ボニータス」で
プレーしています。私は29歳までサッカーをして、
そこからフットサルに転向して、女子フットサルリー
グでプレーしています。丸岡RUCKの皆さんとはリー
グ戦で対戦することもありますし、中村先生は武南
高校の招待大会に何度か参加させていただいたとい
うご縁もあります。小林さんに紹介していただいて
今回、途中までですが参加させていただきました。
U-18 大会の話ですが、目標を持つことはとても
大切です。私たちはいま、女子のワールドカップ出
場と女子フットサルの地位向上を目指して取り組ん
でいますが、何のためにプレーしているのか、何を
目標にしているのかで悩む時期もありました。いま
はプレーしながら、もっとサッカーもフットサルも
楽しんでもらいたいなと思って取り組んでいます。
まずは現役なのでリーグでがんばります。
U-18 年代のときを思い返すと、本気になれるも
のがあったからいまがあるのだと思います。結果だ
けじゃなくて、友だちができたり、フットボールを
やっていてよかったと思います。
U-18 女子フットサルの活性化について、選手同
士で話をする機会もあります。皆さんと一緒に話が
できる機会も作っていきたいし、交流していきたい
と考えています。私にできることがあれば協力しま
すので、何でも言ってください。お願いします。

小�林：せっかくなので何か選手の方から質問とかあれ
ばいかがですか。

丸�岡 RUCK（15 番）：フットサルとサッカーどちらが
おもしろいですか。

筏�井：すごい直球の質問をありがとうございます。サッ
カーは小さいころからやっていたし、めっちゃ楽し
い時間が長かったのですが、サッカーからフットサ
ルに転向して、仲間とのコンビネーションがうまく
いったときとか、サッカーとは別の楽しさがあって、
いまはフットサルを思い切り楽しんでいます。最初
はフットサルの戦術が難しくて、それはサッカー選
手あるあるなんですけど、サッカーと共通すること
や、逆にフットサルをやっていればサッカーに活か
せることもあると思います。フットサルはとても魅
力的なスポーツなので、若いうちからフットサルが
できている皆さんがいいなと思います。皆さんの将
来がとても楽しみです。
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海外女子サッカーツアーの「ブリッジ BRIDGE」を
はじめたのもこのころです。毎年、自分たちでお金を
払って大学生、高校生が参加してくれます。田中先生
にお会いしたのもこのころで、今日は久しぶりにお会
いしました。RUCKの活躍は知っていましたが、フッ
トサルのさまざまな取り組みは初めて知りました。
その後、なでしこリーグのジェフ千葉でコーチ兼
GMのようなことをやり、2021 年のWEリーグ創設
時から理事をやっています。

■ 日本における女子フットボール

日本の女子サッカーの話をすると、1989 年になで
しこリーグができました。歴史はそんなに長くはあり
ません。実は世界の歴史も長くはなくて、イングラン
ドやヨーロッパ各地では、女子にグラウンドを貸すこ
とは約 50 年間、1920 ～ 70 年ぐらいの間は禁止さ
れていました。女子がボールを蹴ることが許されな
かった時代が長く続いていたのです。
なでしこジャパンが世界一になったのは 2011 年で
す。そこからU-17、U-20 と 3 世代で優勝し、当時
世界で唯一、3世代の FIFA ワールドカップを制覇し
た国となりました。いまではスペインもそうなってい
ます。

■ 世界の女子サッカーの動向

世界は、ジェンダー平等を背景に、いますごいこと
になっています。フットボールは世界のスポーツです。
ヨーロッパだとみんなが楽しんでいますが、男子だけ
でなく女子もやれるようにということで、男子のビッ
グクラブはすべて女子チームを持つようになりました。
スペインはプロではなかったのですが、おととし、
政府が 20～ 30億円出してプロにしました。
アメリカは 2回、女子のプロサッカーリーグがつぶ
れています。しかし、いまは投資の対象となっていて、
10億円で勝ったチームを 100億円で売却するぐらい
の話もあり、すごく盛り上がっています。平均観客数
は 19,000 人以上です。ここ数年でこうなりました。

海外女子サッカーツアーを 30年ぐらいやっている
と、いまその教え子が来てくれるようになりました。
大学・高校時代に自費でサッカーツアーに参加してく
れるような子は、いまでもサッカーを続けている人が
多くて、それが私の財産になっています。
海外がすべてではありませんが、日本の常識が通じな

いところを経験することはすごく大切だし、逆に日本の良
さもわかります。私にとってもすごく大切な時間で、WE
リーグの理事をやりながら、いまも私が主催しています。
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日本は 2011 年に世界チャンピオンになりました。
世界一というのはほんとうにすごいことで、日本の
ボール競技を見渡しても、世界一はほとんどありませ
ん。日本の女子サッカーは世界中から尊敬されていま
す。精度の高いスキルで 2011 年に優勝し、世界の女
子サッカーは大きく変わりました。それまでは体の大
きな人がボールを蹴って走るといった感じでしたが、
小さな体でしっかりとスキルを持って、アジリティを
持って戦う日本の女子サッカーを、世界各国がモデル
にしました。日本の女子サッカーは、フットサルもそ

うだと思いますけど、世界から一目置かれています。
実は先日、UEFA 女子チャンピオンズリーグ決
勝前の国際会議に、WEリーグの代表として呼ばれ
ました。WEリーグのシステムや理念をプレゼンし
てくれということでした。WEリーグは、Women 
Empowerment リーグで、「女性活躍」を大きく謳っ
ています。ヨーロッパのフットボール会議にアジアの
人が呼ばれてプレゼンすることは、男子だったらあり
えないと思います。日本の女子サッカーがすごく尊敬
されていることがわかります。皆さんも世界に行った

ときに感じるでしょう。
去年、女子のワールド
カップがニュージーラン
ドとオーストラリアで開
かれました。日本はグ
ループステージで、優勝
したスペインに 4-0 で勝
ちましたが、残念ながら
ベスト8で終わりました。
閉会式はこういう感じ
です（動画）。決勝前の入
場シーンです。8万人ぐ
らい入っています。満員
でした。私は男子のワー
ルドカップも結構行って
いますが、変わらなく
なってきました。
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■ 日本の女子サッカーとWEリーグ

日本の女子サッカーの現状を登録人数から見ていき
たいと思います。
男子は 80 万人で、女子はその 6%、5万人しかい
ません。あとで女子フットサルの人数も出てきますが、
男子 100 人に対して女子は 6人しかやっていないと
いうことです。
少子化で全体の人数は減っていますが、女子につい
ては、コロナで減ってはいるものの、男子よりはキー
プできています。もともと女子は、やりたい子が全部
できているわけではありません。場所があればやるん
です。フットサルも含めたサッカー界全体で、女子の
場を増やしていく必要があります。

もう一つ、ジェンダーギャップの観点からみていき
たいと思います。国の中で男女がどれくらい平等なの
かという数値です。教育や健康の分野、例えば学校の
先生の男女の数はそれほど違いがありませんが、会社
などの管理職と議員さんについて女性率は著しく低い
です。国の方針を決める議員さんのうち、女性は約
10%。国内には男女同数いるのに、その代表の議員さ
んがこの比率だと、みんなの幸せにはつながりません。
会社の管理職も同様です。職場で上の方をみるとおじ
さんしかいない。ジェンダーギャップ指数ランキング
では 125 位。いまは 118 位ですが、これは先進国の
中でビリです。
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ⅰ .�コーチ、監督などのコーチングスタッフのうち、
1名は女性とする

ⅱ . クラブ役職員の 50％を女性とする
ⅲ . 意思決定者の 1名は女性とする
ⅳ . スタジアムに託児所を設置する
やっと女子サッカーにプロリーグができました。
フットサルにもきっとできる、追いかけなきゃいけな
いと思います。

■ 登録人数データからわかること

女子サッカーの JFA登録者数を 2005年と 22年で
比較しました。全体的にU-15 年代、中学生が少ない
ことがわかります。

2023 年度の年齢別登録者数に、中体連とフットサ
ルを加えたのが次のグラフです。

中体連は JFAの登録人数にカウントされません。中
学の男子の部活動に混ざってやっている女の子や、緑
色で示したフットサルをやっている女子を加えると、
U-15 年代の総数はそれほど下がりません。フットサ
ルでもサッカーでもどちらでもいいので、フットボー
ルに関わる人口を増やしていけば、サッカー界全体が

女子サッカーの普及　現状

日本の女子サッカー人口が男子の 6%というのは、
会社の管理職や議員さんと同じかもっと低いぐらいで
す。ここを変えないといけません。

サッカーの中でももう少し詳しく見ていくと、選手は男
子の6.2%ですが、指導者は3.6%、審判は5.4%です。
女性が少ない。フットサルも同じぐらいだと思います。
「ガラスの天井」という言葉があります。上に行く
のが全てじゃないけど、上を目指しているのに「ガラ
スの天井」があって上に行けないということです。
このような状況を打破しようとWEリーグが始ま
りました。「女性活躍」を目指すリーグです。日本の
女子サッカーは世界一になったことがあるので、サッ
カーで女性スポーツを根づかせ、なでしこジャパンを
再び世界一に。そして世界一アクティブなコミュニ
ティ、世界一のリーグ価値を目指してWEリーグが立
ち上がったのが 2021年です。
WEリーグはトロフィーをガラスで作りました。見
えないけれどバリアがある。それを崩していきましょ
うということです（映像）。

WEリーグの理念は「女子サッカー・スポーツを
通じて、夢や生き方の多様性にあふれ、一人ひとりが
輝く社会の実現・発展に貢献する」です。女子が幸せ
になるためではなく、誰もが、一人ひとりが幸せにな
れるようにということです。参入基準は次のとおりで
す。こういうことを通して女性活躍社会を目指してい
ます。いま 12チームになりました。
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盛り上がります。フットサルは少人数でできるので、
大きな可能性があると思います。
その次のグラフは、MIX 層を分けて表したものです。
サッカーもフットサルも両方やってくれればいいと思
います。サッカーからフットサルに行ってもいいし、
フットサルからサッカーに行くのもありです。こうし
たMIX 層も大事にしていきたいですね。

■ U-18女子サッカー/フットサルのあゆみと今後

グラフからわかるように、サッカーもフットサルも
18 歳ぐらいで競技人口がぐっと減ります。そこで、
U-18 女子サッカーのあゆみを少しみてみました。

高校の女子サッカー大会は 1992 年からと、けっこ
う前にできています。JFA主催のU-15 女子サッカー
選手権は 1996 年から、U-18 は 1997 年にはじまり
ます。U-15 が先にできたのは、中学生年代の大会が
なかったからということでした。U-18 女子サッカー
選手権大会があとにできたのは、高校女子サッカー大
会があったからですね。
フットサルについては、2004 年から大人の全日本
女子フットサル選手権ができ、U-15 は 2011 年に始
まりますが、U-18 大会はいまだにありません。
2008 年に高体連サッカー専門部に女子部ができ、
2012 年から高校総体（インターハイ）のサッカーで

女子の部がはじまります。男子と同じように、選手権
とインターハイが行われるようになりました。このと
きにU-18 女子サッカー選手権はU-18 クラブのみの
大会となります。
私はこのころジェフU-18 の監督をしていたのです
が、U-18 女子のクラブチームはすごく少なかったん
です。U-18 クラブは、男子サッカーもフットサルも
そうですが、作りにくいんです。
U-18 クラブと高校が一緒にやっていたころも、勝
ち上がっていくクラブは日テレメニーナだけでした。
2012 年にU-18 女子サッカー選手権はクラブチーム
だけの大会になったので、U-18 クラブを増やそうと
いうことでU-18 関東プリンセスリーグを勝手に始め
ました。クラブ強豪の浦和、メニーナにも協力しても
らい、関東圏の女子クラブチームに声をかけました。
そのとき、地域の女子クラブは中学生が多くて高校生
は少なかったのですが、U-18 リーグでは最初は、高
校生が 2名いれば、リーグに参加できることにしまし
た。大差のつく試合もあったけど、U-15 でやってい
た子がU-18 でも続けるようになり、チーム数は少し
ずつ増えていまにつながります。
関東プリンセスリーグは有志のリーグでしたが、
2022 年からは関東U-18 女子リーグとなり、高校も
クラブも一緒にやっています。2018 年からは JCY
（日本クラブユース連盟）のU-18 女子大会がはじま
りました。ちょうどいまやっているところです。
本当はU-18 女子サッカーのプレミアリーグができ
るはずだったんです。ですが、高校女子サッカー選
手権が 47都道府県の代表になり、女子サッカーの中
では人気があって TBS が放送してくれることもあり、
JFAはそちらを優先しました。女子が一番やりやすい
のはまずは高校だろうということです。
サッカーでさえ、女子のクラブは難しいです。フッ
トサルはもっと難しいかもしれませんが、少人数でで
きます。ワールドカップも始まります。そういう意味
では可能性があると思います。最初は自分たちでやっ
ていくしかないと思います。
日本のフットボールを盛り上げるためには女子を増
やしていくしかありません。サッカー協会はお金がな
いので、スポンサーは自分たちで探す。ただ日本だと、
男女平等を掲げてもなかなかスポンサー獲得につなが
りません。WEリーグが困っているところです。世
の中がまだ追いついてきていないのだと思っているの
で、それは女子フットサルとサッカーが頑張っていか
ないといけませんね。
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職業の一つにしていきたいと思います。そのためにも
まずはWEリーグが成功していかないと、フットサル
のプロリーグにもつながりません。まずはWEリーグ
に注目していただきたいですね。ボールを蹴っている
仲間なので。
長くなってしまいましたが、以上です。ありがとう
ございました。

中�塚：どうもありがとうございました。メチャクチャ
熱く語っていただきました。その思いを受け継ぎ後
半戦も、あと 30分しかありませんが、会場にいらっ
しゃる皆さんとともに熱く語っていきたいと思いま
す。ではここからは本多さんに進行を譲ります。

このスライドは、女子大会が始まった年代を示した
ものです。サッカーはこれだけあるけど、フットサル
はまだないし、ワールドカップもようやく 2025 年に
はじまるぐらいです。ワールドカップができて世界が
見られるようになるというのは大きなきっかけで、ぜ
ひご家族で見てほしいです。
けど、U-18 がないですね。子どもたちが続けてい
くうえでも、すごく大事なところだと思います。
私はサッカーのオーバー 40とか 50 にも出ていま
す。いずれはそういうのも作り、生涯にわたって女子
がサッカーやフットサルに関わっていけるようにした
いですね。
サッカー選手・フットサル選手を、少女たちの夢の
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参加者からの意見

本�多：では会場におられる皆さ
んから、コメントをいただき
たいと思います。
　�ちょうど今日、会場のグリーン
アリーナ神戸でU-18女子の大
会が行われました。去年は決勝
で北海道選抜に負けた福井丸岡
RUCKが、今年は同じ相手との
決勝戦で見事優勝を果たしまし
た。
まずはキャプテンの小林さ
んから、今大会を振り返って
のコメントをいただきたいと
思います。

本�多：大会主催者として「言わしてしまった」ような
すばらしいコメントをいただきました（笑）。
先ほども話がありましたが、やはり関東の方が現
状としては先行しています。東京都リーグで取り組
まれている二階堂高校の羽生田先生にコメントをい
ただきます。

丸�岡 RUCK（19 番）：丸岡 RUCK キャプテンの小林
愛心です。今日の大会の感想は、自分たちはなかな
か同年代との試合が少ないので、こうやって試合を
やらせてもらって、参加チームの皆さんと友だちに
なって、いい思い出になりました。こういう大会を
やってくれると、U-18 の全国大会にもつながると
思うので、こういう大会をしてほしいなと思いまし
た。どうもありがとうございました。
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を担当されている硲田さんです。
硲�田：神戸国際大学附属高校フットサル部顧問の硲田
です。2003 年に本校で、サッカー部を途中でやめ
てふらふらしていた子たちが、たまたま学校の隣に
フットサルコートがあってそこで集まってフットサ
ルをするようになりました。ちょうど日韓ワールド
カップの年です。サッカー部はやめたけどフットサ
ルというスポーツがあるからやってみたい。顧問を
してもらえないかと言われて同好会が立ち上がりま
した。その子たちが卒業して何世代かしたあと、フッ
トサル同好会があるということを聞いて入学してく
る子も増えてくるようになっていまに至ります。
最初は試合がないので、民間のワンデー大会に出
ていました。当時はワンデー大会も景品が豪華で、
優勝したらユニフォームがもらえたりしました。そ
ういうのを目当てに出ていましたが、徐々に同世代
でやりたいとなってきます。いろんなところを探し
ていく中で本多さんと知り合い、U-18 の大会を兵
庫でやりましょうとお願いしました。初年度はク
ラーク高校という通信制のフットサルコースを持っ
ている学校を中心に始まりましたが、翌年からはう
ちが運営してチームも参加させてもらっています。
本多さんにはリーグ戦もやってよとお願いしまし
た。そのとき言われたのは、カップ戦は作ってあげ
るけどリーグ戦は違う。リーグは自分たちでつくっ
てやるものだということです。
それを聞いて関西のリーグ戦を、大阪、京都、兵
庫のクラブに声を掛けて作りました。何年かたって、
関西リーグに参加していたチームが各県でリーグを
やるようになります。いまは兵庫県でもU-18 リー
グをやっています。これが関西の男子の様子です。
しかし男子ではいま、各県リーグのチーム数が増え
ていかず、関西リーグに戻す話も出ています。
男子に比べて女子の方が圧倒的に大変かと思いま
すけど、U-18 女子フットサル大会は必要です。各
県から全国へ。夢を持ってやっていきましょう。

本�多：ありがとうございました。ホンダカップの全国
大会は、オーシャンアリーナでやっていました。そ
の大会に神奈川県代表の武相高校が来て、ホンダ
カップ以外にも大会やってよと言われたのが 12年
前でした。日本のU-18女子の状況は、12年前の男
子の状況に似ていると感じています。大友先生はい
ま、JFAで日本のU-18 フットサルの今後を方向づ
けるところにおられます。大友先生、お願いします。

羽�生田：二階堂高校フットサル部の羽生田です。中村
先生のお誘いに乗らせてもらっていろんな大会に参
加させてもらっています。最初にホンダカップに出た
ときに全国大会があることを知り、生徒たちには大
きな目標になりました。なかなか大会がなかったの
で、ホンダカップとか、ここでやっているグリーンア
リーナ神戸カップに参加することで、生徒たちが夢
を持ってフットサルに取り組むことができています。
東京都では昨年度から女子のU-18リーグが始まり

ました。最初でしたのでまずは会場づくりです。ライ
ンを引くのですが、何センチ幅で何メートルなのか。
私自身フットサルをやっていたわけではありません。
第2PKというものが、あるということは知っていま
したが、それが何メートルのところで、マークは円な
のか半円なのか、全然わからない状態です。わから
ないところを教えてもらいながらやってきました。
リーグでは副審を生徒が行います。普段はプレー
するだけなので、審判に対して「マイボールだよ」な
どとブツブツ文句を言っていますが、実際に自分た
ちでやってみるといかに大変かがわかります。こうし
たことに、リーグを通して気づくことができました。
何十チームも参加したわけではありませんが、東
京都でリーグが始まったことで、次の目標を立てる
ことができるようなりました。また 9月から始まり
ます。審判のやり方だったりコートの作り方などを
学んで、次の世代につなげていきたいと思います。
こういう大会があることで、生徒が一所懸命練習に
取り組むことができます。ありがとうございます。

本�多：ありがとうございます。先ほどからホンダカッ
プという名前が出てきます。ホンダカップは今年で
28年目になります。女子のカテゴリーは、中塚さ
んの筑波大附属高校女子蹴球部が、毎回大人のお姉
さんたちに 5-0、8-0 と打ちのめされて、目に涙を
浮かべて帰っていく姿を見て、そろそろU-18 女子
のカテゴリーが必要かなということで作らせてもら
いました。それをつくると次は、福井から来た田中
さんに、U-15、U-12 を作ってくれと…。
大会ができると、全国大会がない中で皆さん目標

にしてくれるようになります。その後はコロナがあっ
ていろいろ大変でしたけど、なんとか続けてこられま
した。
こうして全国大会をやっていると、兵庫県でも大
会やってくれという方が出てきます。今日はその張
本人が来ています。兵庫県フットサル連盟でU-18
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大�友：武相高校フットサル部顧問の大友です。武相高
校は横浜にある男子校です。男子校と言っても勉強
をがんばる学校ではなく、どちらかというとスポー
ツが好きな、日本では絶滅危惧種となっているタイ
プの学校です（笑）。
私自身は 2002 年からフットサル部を指導してい
て、いま 22年目です。神奈川県のフットサル大会
も今年で 19年目になります。東京でやっている大
会に出たいと言ったら「神奈川の人は出られません」
と断られ、神奈川県サッカー協会に電話したら「あ
んたがやれ」となって、自分自身がサッカー協会に
入ってやっていくようになりました。
神奈川県でも女子フットサルの取り組みは長年
やっています。U-18 女子リーグがあり、去年から
U-15 年代も始めました。大学女子リーグはまだで
すが、かなりやれている方だと思います。6チーム
ぐらいいれば年間リーグが十分楽しめます。年間
リーグをやっていると、楽しそうだなということで
新たなチームが入って増えてきます。
神奈川のU-18 チームは、普通の県立高校のフッ
トサル部があることが特徴です。男子も女子もです。
例えば県立鶴嶺高校や市ケ尾高校にはいずれも男女
があって、男女あわせて 100 人以上の部員がいま
す。共に JFAのフットサルチーム登録人数としては
飛び抜けています。

私は神奈川県フットサル連盟の理事長を務めてい
ましたが、昨年度途中から別の方がやっています。
女子フットサルも別の担当者です。私は昨年から関
東フットサル連盟のユース担当理事と、今年から
JFA技術委員会フットサル部会で育成年代の担当を
やっていて、各地の情報を集めて上げていく役目を
担っています。任期は 2年です。いま、地方に男子
のU-18 フットサルを広めるのに苦労しています。
先ほども言ったように、6チームでリーグ戦を 1年
やっておもしろさを見出してくれれば仲間が増えま
す。そのことを広げていきたいと思います。強化や
普及は同時進行でやっていけます。自分たちが楽し
くやれるリーグを充実させ、仲間を増やす。男子も
女子も盛り上げていきたいと思います。

本�多：ありがとうございました。次は地元の兵庫から。
今日は朝から設営やボールパーソンまで、阪神ユナ
イテッドとともに全て担ってくれていた神戸常盤女
子高校の小野さんです。兵庫は今年からU-18 女子
リーグが発足しました。そのあたりの話も含めてし
ていただければと思います。

小�野：神戸常盤女子高校フットサル部監督の小野と言
います。いろんなことをやっていまして、女子の選
抜監督をやったり、いまは連盟の理事をやったりし
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やすいようにみえるのでしょう。しかし実は、熊本
県でも 10チーム以上、富山県でも 15チームほど
集まってU-18 男子リーグができています。地域で
がんばる方がいらっしゃるとできるのだなというこ
とです。U-18 女子も盛り上げていきましょう。

クロージング

中�塚：時間のたつのは早いもので、あと 10分ほどで
お開きです。クロージングの時間になりました。
このシンポジウムにご後援いただいている、兵庫
県フットサル連盟（HFF）会長の西田俊一様からご挨
拶をいただき、最後に演者のお三方から一言ずつい
ただきたいと思います。
では西田様、よろしくお願いします。

西�田：ふと見渡すと、いつのまにか一番年寄りの感じ
でここにおります。
フットサルというと、先ほどの話にもありました
が、1994年に FIFAが室内サッカーを統一してフッ
トサルと名前を付けてはじまりました。私は芦屋市
出身ですが、阪神淡路大震災が1995年 1月17日。
その後、阪神間のグラウンドはほとんど瓦礫だまり
でそのあと仮設住宅になりました。あいた体育館で
フットサルしようとやりだしたのは1995年の秋ご
ろだったと思います。1996 年の 2月に芦屋フット
サルカップを行い、4月から芦屋フットサルリーグ、
小学校のリーグをはじめました。たぶんこれが最初
にやったフットサルのリーグ戦です。それをはじめ
ているときに、HFF 前会長の中桐さんが兵庫県 FA
でフットサル委員会を立ち上げ、一緒に協力してや
れへんかとなり、芦屋リーグ、姫路リーグ、西宮リー
グができ、リーグ戦ができないところは兵庫県リー
グに入ってやるようになりました。2年ぐらい後に関
西リーグができました。震災から来年で30年です。
芦屋女子フットサルリーグもつくりました。「六
甲みそ」が冠スポンサーとなり、「六甲みそリーグ」
としてスタートしました。
フットサルの 30年を振り返ってみると、もっと
も人気、勢いがあったのが、はじまって 2～ 3年
たった 2000 年ちょっと前のことです。テレビでも
「やべっち」でサッカー選手がフットサルをやったり
芸能人と試合をしたり。全国のテニスコートがフッ
トサルコートに変わっていきました。Fリーグが

ています。もともとクラブを立ち上げたときは自分
たちだけでやっているような部だったので、対戦相
手を見つけるのも大変でした。そんな中、自分がい
ろんな立場になることによって知り合いが増え、そ
れによって対戦相手や試合の企画ができるように
なっています。
武南高校とよく似た環境です。周りの環境も部員
の環境も。関東のリーグ戦や武南招待のことをホー
ムページで見て、うらやましいなと思って指くわえ
てみていました。関西の方はほんとに何もない。ホ
ンダカップ以外は特に大会もなく、同世代とやるこ
とはほぼなかったので、じゃあ自分でやってみよう
ということで、今年のゴールデンウィークに「常盤
カップ」という名前で大会をやってみました。2日
間開催しましたが、両日とも 11チーム、県外も含
めて来てくれました。丸岡 RUCK、新潟や香川から
も来てくれました。そうした大会をすることで同世
代と試合ができる。とくに関西圏でそういう機会が
なかったので、そういう大会をつくることが、自分
がやってきたことの証ですし、これからも続けてい
きたいと思います。いろんなチームを紹介していた
だければと思いますし、できれば関東のチームも。
こちらからも行きますので、来ていただければと思
います。
兵庫県でも今年からU-18リーグを立ち上げます。
なかなかチームが集まらなくて、県外のチームも含
めて 6チームで、9月に開始します。いま武相高校
の大友先生から勇気をもらえる言葉をいただきまし
た。6チームあればなんとかなる。ちょうど 6チー
ムそろいました。
兵庫県では毎回「スポット参加」ということで、そ
の日だけ参加して、リーグ参加チームとやってみた
いな、来季から入りたいなというというところを、
ワンポイントで受け入れています。そういうところ
もご紹介いただければと思います。兵庫県連盟が運
営している神戸のペナルティスタジアム、屋根付き
施設で正規のコートでできます。西日本が中心にと
なるかもしれませんが、こういうことをしています
ので、今後ともよろしくお願いします。以上です。

本�多：ありがとうございました。いろんな地域で皆さ
んがU-18 女子フットサルを盛り上げようとされて
いるのがわかります。
よく「東京はいいですよね」「神奈川はいいですよ
ね」という話を耳にします。人口が多い地域はやり
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2007 年にできましたけど、最近ちょっとフットサ
ル元気ないなと心配していました。しかし今日の皆
さんの熱い話を聞いて安心しました。これからフッ
トサルは底辺から、育成年代から育てていく。トッ
プも大事ですが、底辺から育てていく環境づくりが
大切です。
いい機会を設けていただきました。どうもありが
とうございました、

中�塚：では演者の皆さんから、今後につながるコメン
トを。

中�村：僕からも話をさせていただきましたが、学ぶこ
との方が多かったです。今日受けた刺激や学んだこ
とを、チームや地域に持ち帰って、いい方向に持っ
ていけきたいと思います。今後とも武南高校フット
サル部をどうぞよろしくお願いします。

田�中：宮田さんからひとことお願いします。

宮�田：阪神ユナイテッドの宮田亜里紗です。監督をし
て 3年目になりますが、1年目にフットサルとサッ
カーを一緒にして取り組んだところ、「何でフット
サルせなアカンねん」というのが選手の中であり、
2年目には「フットサルはしたくない」という選手
が 6人ぐらい、ほかのチームに行ってしまいました。
いまやっている選手はすごく楽しくフットサルに取
り組んでいます。やり続けること、指導者がフット
サルの楽しさを伝え続けることが大事なんだなと感
じています。ありがとうございました。

小�林：いろんな人が続けてくれたからこそいまがある
と思うし、話を聞いている選手たちが、つくっても
らうものではなくて、自分で感じたものを作ってい
くことが大事だと思います。仲間とボールを蹴るこ
とはすごく楽しいんだよということ。そういう場所
をみんなでつくっていきましょう。
今日はありがとうございました。

中�塚：田中さんいいですか（笑）。
オンラインの皆さんからの発言をいただくチャン
スがありませんでしたが、それぞれの胸に熱いもの
が刻まれたのではないかと期待しています。
小林さんの話にもありましたが、作ってもらうの
を待つのではなくて、自分たちで作ってください。

小林さんご自身が、大学で女子サッカーチームを
作って、周りの学校に声を掛け、「12月 25 日のク
リスマスは神戸でサッカーやるぞ」と始めたのが女
子のインカレですよね。やりたい人がやりたいから
はじめ、おもしろがってやっているところに次の仲
間が集まってくるのだと思います。
たぶん立ち上げるのは簡単です。続けていくこと
にものすごいエネルギーがかかります。そこにしっ
かりした理念があれば続けられます。そのことを田
中さんが語ってくださいました。
今回の一つの落としどころは、JFA 全日本U-18
女子フットサル大会の創設です。立場は違いますが、
それぞれで働きかけを続け、現場で汗をかきながら
やっていきましょう。
今日の中身は報告書の形にして、NPO サロン
2002の HPに掲載していきたいと思います。
どうもありがとうございました。これでシンポジ
ウムを閉会します。

補足：参加者からのコメント

■ オンライン参加者

野村忠明
僕は、精神障がい者フットサル「ソーシャルフット
ボール」の埼玉ソーシャルフットボール協会の運営委
員を担当しています。ソーシャルフットボールも女性
選手が、ソーシャルフットボール女子日本代表を作り
たいと活動が始まったところで、女子選手の活動が広
がっていくことを願っているところです。お話、たい
へん勉強になりました。女子フットサルの全国大会が
開催されるよう、応援しています。

土居陽治郎（国際武道大学）
本日、女子フットサル、女子サッカー関係者の熱量
を拝見（拝聴）でき、我々の水泳（水球）ではまだこ
こまでのエネルギーがないことを痛感。大会を積極的
に開催しようという熱量が物事を進める大きなキーで
あることを改めて理解しました。
プールの場合、これがなかなか難しく、大会準備や
運営ではどうしても多くの人手を必要とし、このハー
ドルをどうクリアしていくかも考えさせられた次第。
ありがとうございました。
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を増やすことの大切さを学びました。また、フット
サルの楽しさを知ってもらってフットサルプレー
ヤーが増えたり、盛り上がるためにも口とか心止ま
りにするんじゃなくて発言、発信していくことの大
切さを学びました。
◦�フットサルって何？ってなっている人も多くて日本
ではメジャーなスポーツになっていないから、フッ
トサルの面白さとかを伝えていかないといけないと
言うことを学びました。U-18 女子の全国大会を開
くためには、自分たちのフットサルしているU-18
女子の活躍の場が少ないから、プレーしている自分
たちがもっと、SNS とかで発信して、自分たちの
思いとかを伝えていかないと行けないことを学びま
した。また、女子のサッカーもフットサルのやって
いる人の人口が男子に比べて少ないということがわ
かったので、もっと日本中の女の子にサッカーやフッ
トサルの面白さを伝えてサッカーやフットサルの人
口を増やしていかないといけないと思いました。
◦�女子フットサルはサッカーと比べると普及率が少な
いと言うことがわかりました。でもそれを解決する
ためにたくさんの人が女子フットサルを盛り上げよ
うと色々な計画をしていることがわかりました。で
も海外ではフットサルは日本よりも普及していて
トップチームたちが国を通してフットサルを学びに
行っている理由がわかりました。
◦�女子フットサルや、女子サッカーは男子サッカー、
男子フットサルに比べてあまり有名ではなくてもっ
と女子のサッカー、フットサルを盛り上げるために
色々な活動に取り組んでいる方がいることがわかり
ました。日本での交流だけでなく、海外にも目を向
けて海外の選手との交流が大切だったことがわかり
ました。
◦�女子のフットサルは、男子サッカーとかに対してす
ごく少ないため、女子フットサルを広めようと色ん
な人達が色んなことを行っていることがわかりまし
た。フットサルをする時に、色んな目標を立てるこ
とで向かうべきところがあるためすごく頑張ろうと
いう気持ちになるからそれはとても大事だと思いま
した。自分たちも女子のフットサルを広めるために、
何か役に立てることがあったらやりたいなと思いま
した。

〈活かすこと〉
◦ �U-18 の女子の大会を増やしてほしいとただお願い
しているだけではなく、今日のグリーンアリーナみ

■ 福井丸岡 RUCKの選手

（8月 4日にいただいたコメント）

〈学んだこと〉
◦�幸せになるとは自分のためだけに行動するのではな
く、仲間と一緒に夢に向かって努力をすることだと
学びました。夢を叶えることはもちろん幸せになれ
るけど、それ以上に同じ夢に本気で向かっていく仲
間と一緒にいることができるのがほんとうに幸せな
んだと改めて思いました。
◦�フットサルはサッカーと違って大会が少なくて、有
名でないということが分かりました。それでも、大
会を開いてくれる方がいたり、フットサルを広げよ
うとしている方が沢山いるということがわかりまし
た。高校生年代の子達とフットサルをしたかったら、
自分たちももっと発信をしてフットサルという競技
のことを知ってもらう必要があると分かりました。
◦�女子サッカーや男子フットサルにも同じ現状が今ま
でにあって、そこからプロリーグができたので、女
子フットサルもできるはずであること。フットサル
で 1つの目標に向かってチームで頑張ることは、将
来にとっても幸せになること。
◦�大会を作ることは簡単だけどその大会を継続してい
くのが難しいことがわかりました。女子の大会など
はスポンサーも付きやすく、男女差別や SDGs へ
の取り組みにも関わっていることがわかりました。
色々な活動が行われている中でプレーしている選手
もしっかり発信して、フットサルについて知っても
らうことが大切になってくることがわかりました。
◦�女子U-18 の大会がどの都道府県でも開こうと、た
くさんの人が頑張っているけど、自分くらいの子や
中学生はフットサルを知らなかったりしてチームが
できなかったり少なくて他の県に行って試合をしに
行かないといけない状況になっていることがわかり
ました。誰かにやってもらったり、待っていても大
会がすぐできるわけではないので、フットサルに
ついて広めたり、女子の大会を開いて欲しいとか、
SNSで表現して自分から行動することが大事だとわ
かりました。
◦�シンポジウムで学んだことは、武南高校の中村先生
や参加してくださった方々がみんな同じ方向や目的
（女子のU18）に向かって動いてくださっていたり、
目を向けてくださっていることを感じ、心の中だけ
じゃなくて周りの人に発信して知ってもらって仲間
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たいに他チームと交流して仲間を増やしたり、SNS
で発信したり、自分たちから行動していくことが大
事だとわかったのでこれからもいろいろな人とコ
ミュニケーションをとるようにしていきたいです。

◦�フットサルという競技があるということを知っても
らうためにこれからも SNS 発信をしていくことが
大切だなと思いました。今日のような自分たちと同
じ年代の子たちとフットサルができる機会があった
ら自分から積極的に話しかけて友達をつくってフッ
トサルを楽しんで行きたいです。
◦�女子フットサルも自分たちが女子フットサルの魅力
を発信し続けることでプロリーグやホーム&アウェ
イの試合ができたりするはずなので、Twitter の発
信も続けることが大事だと思った。自分のためだけ
にフットサルをするんじゃなくて、今までの恩返し
や仲間の幸せも含めて楽しむべきだと思ったので、
もっと自分から積極的にフットサルのことを投稿し
たり意見を言うようにしたい。
◦�しっかり Xを投稿したりフットサルの魅力をどんど
ん伝えていきたいです。また、同世代の人達との交
流をすることでもっともっとフットサルの魅力を伝
えることが出来ると思ったのでただフットサルがで
きる環境を作ってもらうだけじゃなくて自分達で発
信したりしてフットサルを広めて行きたいです。
◦ �U18 の女子のフットサルの大会が、今現在は少な
いから、もっと開いて欲しいとかを自分で発信でき
るようにしたいです。U18 の女子の大会があった
時に色々なチームの人とコミュニケーションをとっ
て仲良くなれるようにしたいです。もし高校生や中
学生が自分達の試合を見た時に、フットサルしてみ
ようかなとかフットサルしたいって思ってもらうた
めに自分のためにフットサルを楽しんでやるのでは
なく、見てる人に楽しんでもらえるようにしたいで
す。

◦�最後に小林さんがおっしゃっていたように誰かが
やってくれるとか大人の人がやってくれるじゃなく
て自分たちで発信して作っていくことも大切だなと
感じたので、今後に活かして、継続して積極的に発
信していくようにしたいなと思いました。
◦�フットサルを日本でメジャーなスポーツにしていく
ために、今日学んだフットサルは見ている人、プレー
している人を幸せにするということを学んだので、
もっと自分たちがフットサルのことを発信してメ
ジャーなスポーツにしていくこと。U18女子フット
サル全国大会を開くために、指導者や大人の人が言

うのではなく、やっている自分たちがもっと思いを
伝えるために SNSとか使って発信をしていくこと。
◦�いろんな人のフットサルに対する、ことについて聞
けて自分も女子フットサルを盛り上げていけるよう
に SNS を頑張ろうと思います。今日の発表を聞い
てたくさんの人が女子フットサルについて考えてい
て嬉しかったです。でも私はそんなことを全く知ら
なかったので今日のような情報を自分から調べたり
女子フットサルについてもっと知ろうと思います。
◦�色々な方が女子フットサルを盛り上げるために取り
組んでいてくれたことがわかって、自分たちも盛り
上げるために自分たちが応援されるような選手にな
りたいと思いました。そして、タイ遠征では初めて
の同年代の海外の選手と戦うので交流したり、日本
の選手とは違ったところを見つけたりして、帰って
きてからもそれを生かしてプレーしたいです。
◦�女子フットサルを広めるために、SNSなどで自分た
ちのプレーしている所を発信したり、フットサルっ
て楽しいって言うことを発信してもっと女子フット
サルの人口を増やしていきたいと思いました。なの
で、これからは今よりももっと SNS での取り組み
を増やしていくようにしたいです。

� 以上
� （文責：中塚義実）


